
J H 3 A E F 　東條 純一

ジャコウアゲハ　夏型（雌）
梅雨明けの強い日差しのもと、鮮やかな緑の上をしとやかに舞う姿は
何とも美しい。三つ児の魂百まで、ますます盛んな今日この頃です。

　
E O S  5  E F 5 0 m m  F 2 . 5   F 5 . 6 オート？　フジクロームベルビア

人物写真：蝶を追ってガサガサっと藪の中に駆け込んだら、アラアラ、
シーツを敷いてアベックが、、、、、

「僕たち、写真撮ったげよう」の時の写真です。
( 筆者は右端）

屋根の上のラジオ少年：
確か1 5 M B とかいうサブミニチュア
管に6 7 , 5 V の積層電池を使った
受信機でした。

人物写真は昭和2 0 年代なかば



J A 3 U S A  島本 正敬

洋の東西を問わずハムのあいだで最近話題に上る「無線局のリモートコントロール( リモコン) 」。その最新 ( ？)  情報をご紹介します。

ハムのリピータの多くはV H F やU H F の電波を利用してリモコンされてきましたし、一部のハムもリモコン局を使ってかなり以前から
運用してきましたから、リモコン無線局は決して新しいものではありません。しかし、V H F やU H F を利用してリモコンをするのには大
変な努力が必要でした。というのも、リモコンを行うための信号のプロトコルさえ自分で準備しなければなりませんでしたし、スムー
ズに制御するのに必要なデータ伝送速度の確保は困難でした。それらの多くの問題が、インターネットの普及と共に解決され一
般的なハムにとってもリモコンが現実的なものになりました。
この原稿をオレゴンで書いているのですが、大阪から来る途中サンフランシスコ郊外に住むW 6 R J の自宅に立ち寄ってきました。
彼は1 5 年も前からリモコンをしていて、今は自宅から5 0 k m ほど離れた場所に4 本のタワーを建て、無線機、リニアアンプ、アンテナ
ローテータ、アンテナ切り替えまですべてリモコンで制御して1 6 0 m を含むすべてのH F でビームアンテナを使用して運用していま
す。日本では余り馴染みがありませんが、海外ではP C と接続してデータのやり取りが可能なリニアアンプ、ローテータ、アンテナ切
替器等が商品として販売され、容易にリモコン化が可能になってきています。最近これらの機器に接する機会がありましたので、
ご紹介しましょう。

1 . � 無線機のリモコン制御
もう5 年ほど前のことですが、J P 3 A Z A  河田さんがH a m  R a d i o  D e l
u x e というソフトをニューズレターで紹介をされました。覚えてい
らっしゃる方もあると思いますが、これはP C を使って無線機を制
御するためのソフトで、P C の画面に表示されるバーチャル無線
機を操作して無線をしようというものです。このソフトは送受信用
の音声をサポートしていなかったため、スカイプその他のV o I P
( ボイス・オーバーI P 、音声をI P で伝送すること) を行うためのソフト
を別に用意する必要がありました。送受信の周波数は、画面に
表示されるスライダーをマウスで左右に移動させて変化させま
す。これを使えば確かに無線機のリモコンが実現するので、私
自身も東京への出張時にホテルから自宅の無線機をリモコン操
作してQ S O をしたこともありました。しかし、P C の画面とマウスで
の制御の不便さに加え、満足できる音質で伝送できるソフトがあ
りませんでしたから、運用する方も、Q S O の相手をしてくれる方
も、「リモコン局」ということを感じずにはいられませんでした。
今年1 月の下旬のこと、リモコン専用の機器がスウェーデンで昨
年1 0 月に発売されたことを知りました。調べてみると、アイコムのI
C - 7 0 6 シリーズやケンウッドのT S - 4 8 0 のように前面パネルとトラン
シーバ本体が別れ、その間をケーブルで接続できる機器を対象
としたものでした。つまり、前面パネルと無線機本体間を結ぶ
ケーブルをI P 化しようというものです。ですから、前面パネルを
使って無線機をリモコンすることができるので、従来のリモコンの
イメージを一新してしまうもので、その上、リモコン側と無線機側
両方のP C が不必要となります。とにかく、最大のメリットは無線機
で無線をするという形を維持したままリモコンが実現することで
す。この機器はR R C - 1 2 5 8 M k I I  という名称で、W E B ( h t t p : / / r e m o
t e r i g . c o m / ) からスウェーデンから直接購入します。郵便で送られ
て来る梱包を開けると同じような2 台の黒い箱が出てきます。しか
し、よく見るとそれぞれが制御側と無線機側であることがわかりま
す。

図1 にこのシステムの構成を示します。ここではI C －7 0 6 を例とし
て紹介しますが、T S - 4 8 0 でも基本的には同様です。図から判る
ように前面パネルとトランシーバ本体を結ぶケーブルを途中で切
断し、切断したケーブル端の両方にR R C - 1 2 5 8 M k I I  付属のコネ
クタを取り付けます。そして、そのコネクタを2 台のR R C - 1 2 5 8 M k I I
 に接続します。そして、その2 台のR R C - 1 2 5 8 M k I I  の間をイン
ターネットで接続すれば、システム構築の完了です。
無線機側、制御側両方のR R C - 1 2 5 8 M k I I  のパラメータを必要に
合わせて設定するのですが、それには二つの方法が用意されて
います。
a ) 　R R C - 1 2 5 8 M k I I  付属のU S B ケーブルを使って無線機側、ま
たは制御側の装置をP C と接続します。そして専用のソフトをP C
で走らせると、初期設定値が表示され、また、必要に応じて設定
を変更することができます。
b ) 　それぞれの機器にH T M L ファイル（W E B ）が内蔵されていま
すから、機器のアドレスをブラウザーでアクセスすることでパラ
メータの変更を実行することができます。また、W E B のポート番
号をルータに設定しておけば、遠隔地からそれぞれのW E B にア
クセスすることも可能です。

( 　図1 : I C - 7 0 6 を使った場合の接続図　)

R R C - 1 2 5 8 M k I I

R R C - 1 2 5 8 M k I I  が使用する3 つのポートを無線機側のルータに
設定しておかねばなりませんが、これら実際の設定方法や値に
ついての詳細は、またの機会を待つことにします。
I C - 7 0 6 のマイク端子は従来前面パネルに付属していますので、
付属のハンドマイクをそのまま接続することができます。内蔵ス
ピーカは無線機本体側にありますので、前面パネルのヘッドフォ
ン端子にヘッドフォンか外部スピーカを接続します。送受信の音
声をI P で伝送するためのコーデックはR R C - 1 2 5 8 M k I I  に内蔵さ
れていますから、ユーザはリモコンではない際の運用と全く同じ
ように前面パネルを操作して使用することができるのです。
ＩＣ- 7 0 6 にはいろいろな設定を変更するための機能があります
が、リモコン操作時もその全てを使用することができます。電源
のＯＮ／ＯＦＦまで可能ですから、まるでＩＰを介して運用すること
を忘れてしまうくらいです。
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前面パネルの周波数ダイアルを回すと、その信号がI P を通して
無線機本体に送られます。そして、その動作で設定された周波
数のデータが前面パネルに戻ってきます。ですから、ダイアルを
回しながら周波数表示を見ていると、ＩＰを介したために生じる遅
れがどの程度かわかることになります。日本からスウェーデン、ア
メリカから日本のような遠距離でI C - 7 0 6 を制御しましたが、そのよ
うな遠距離の場合はダイアル操作より周波数表示が多少遅れる
ことに気がつきます。しかし、国内で都道府県を越えてリモコンを
しても、その遅れは殆ど気がつかない程度です。スカイプ等では
音声の遅れを感じますが、それはW i n d o w s を使用していることが
遅れが主な理由です。
制御側のR R C - 1 2 5 8 M k I I にはC W 用としてスクィーズパドル接続
用のジャックがあり、内蔵のエレキーを使用してC W 運用が可能
です。また、C W 受信の音声がI P を通してリモコン側に送られてく
る場合に起こりうるジッターを内部の調整を行うことによって、解
決することができます。これまでリモコンでは実現しなかったC W
の送信が可能になったこともR R C - 1 2 5 8 M k I I  の功績です。

2 . 　アンテナ・ローテータのリモコン
H y - G a i n が発売しているローテータの上位機種にはD C U - 1 と呼
ばれるデジタルコントローラが付属しているものがあり。独自の
フォーマットを使ってP C とデータ交換をする機能を持っていま
す。このフォーマットと互換性を持たせた汎用コントローラがG r e e
n  H e r o n 社からR T 2 1 A というモデルとして発売されています。R T 2
1 A （h t t p : / / w w w . g r e e n h e r o n e n g i n e e r i n g . c o m / ）の大きな特徴は、
このコントローラの汎用性です。米国で販売されている殆どの
ローテータに対応させることができ、方位をポテンショメータ、パ
ルスのいずれで参照していてもし、A C ・D C いずれのモータで
あっても対応します。そればかりか、多くのパラメータを自由に設
定することができるので、多くのローテータと併せて使用すること
が可能となっています。また、P C からR T 2 1 A を制御したり、種々
のパラメータを設定するためのソフトが用意されています。これを
ソフトのウィンドウをP C の画面に表示して、V N C （ヴァーチャル・
ネットワーク・コンピューティングの略、P C の画面を遠隔地から見
たり操作するためのソフト）を利用すればR T 2 1 A に接続したロー
テータをリモコンで操作することができるのです。
R T - 2 1 A に対応しないローテータのリモコンをする場合は後述４
項を参照してください。

3 ．リニアアンプのリモコン
リモコンの可能なリニアアンプは私の知る限り、A l p h a  8 7 A やA c o
m  2 0 0 0 A 程度です。いずれにもR S - 2 3 2 C が用意され、制御や
データ転送に利用できます。最近一般的なR S - 2 3 2 C / U S B 変換
ケーブルを利用すればP C と容易に接続でき、リモコン操作が実
現します。P C からリニアアンプの制御を容易とするため、A c o m  2
0 0 0 A 専用ソフトがメーカで用意されていますので、それをP C で
実行しでV N C を利用すれば電源のO N / O F F を含め各種の制御
をリモコンでき、リニアアンプの状態も監視することができます。
余談ですが、このソフトを利用すれば、送信出力やプレート電
流のような一般的な数値から各真空管のフィラメント電圧やライ
ン電圧、チムニーを通る冷却風の温度まで見、本当に多くの情
報を得ることができます。（A c o m はh t t p : / / w w w . a c o m - b g . c o m / を
参照)

4 .  アンテナ･スイッチのリモコン
M i c r o h a m というチェコのメーカから各種のコントロール機器が発
売されています。このメーカの商品はR T T Y 等のデジタルモード
運用を容易とする機能をエレキーに追加したようなものから発展
したものなのですが、その守備範囲は極めて広範囲ですから、こ
こでは詳細については述べません。。これらの機能の詳細は
メーカのW E B ( h t t p : / / w w w . m i c r o h a m . c o m / ) を参照ください。
このM i c r o h a m にS t a t i o n  M a s t e r という商品があります。これをU S B
でP C と接続すれば、ローテータをはじめ幅広い範囲の制御が可
能になります。このうちのひとつがアンテナスイッチ機能で、使用
しているアンテナスイッチと同様な動作が得られるように設定をし
ておけば無線機のバンドを変化させるだけで自動的にそのバン
ドに応じたアンテナに切り替えることができます。ですから、リモコ
ンで無線機のバンドを変更するだけで、アンテナも自動的に選
択されることになります。
最近あちこちで見かけるS t e p p I R アンテナは運用周波数によって
設定を変更しなければなりません。これも無線機と容易に連動が
可能です。

ここでご紹介したリモコン無線局を実現するための機器はいず
れも市販されているものです。それらを組み合わせるだけで無線
局の殆どの機能を遠隔操作して楽しめるということがお分かり頂
けたと思います。無線局のリモコンが想像以上に身近なものに
なっていることをお伝えしたかったのですが、それとは別にご注
目頂きたいことがあるのです。最初にご紹介した無線機のリモコ
ン装置はスウェーデン製。アンテナ・ローテータのインテリジェン
ト・コントローラは米国製。リニアアンプはブルガリア製、アンテ
ナ・スイッチのリモコンはチェコ製。これまでハムの機器は日本製
か米国製という時代が過ぎ去ろうとしているようです。また、無線
機以外の日本製の機器は世界の標準から遅れだしているように
も思えます。特に今回自分のローテータを変更しようと物色して
いて、日本製が１０年も２０年も進歩していないことに気がつきま
した。海外のものともっと競争が必要なのではとも感じます。

G r e e n  H e r o n 社　R T 2 1 A

M i c r o h a m 　S t a t i o n  M a s t e r

A c o m  2 0 0 0 A
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J A 3 A E R  荒川泰蔵J A 3 A E R  荒川泰蔵

今回も我々大阪国際交流センターラジオクラブの有志が、J A I G
（J a p a n e s e  A m a t e u r  I n  G e r m a n y ）の年次大会のホストを務め、い
ろいろな楽しい思い出を残して無事終了しました。J E 3 B E Q 宮本
さんやJ A 3 Q U U 西間さんを中心に、準備有志として度重なる会
合に出席し、準備して下さったJ A 3 A O P 杉山さん、J A 3 P Y C 山本
さん、それにJ R 3 M V F 三好さん、長い間のご協力どうもありがとう
ございました。また、大阪国際交流センターのメンバーとして、期
間中の医療ネットワークを構築して下さったJ H 3 A E F 東條先生、J
R 3 L O O 西尾先生、ラジオクラブの会長、前会長として歓迎の挨
拶や乾杯の音頭を快く引き受けて下さったJ A 3 A A 島さん、J K 3 I Y
B 西さん、また大阪国際交流センター専務理事との交渉役を引
き受けて下さったJ O 3 L Z G 下津さん、それにジャンケンゲームの
賞品を持って参加下さったJ P 1 T R J 塚原さん、J A 3 I V U 北井さん、J
O 3 B A V 上田さん達にお礼を申し上げます。

さて、3 月2 5 日の朝、D F 2 C W 壱岐さんとD N 2 M C W エリカさんが率
いるドイツからの一行1 3 名が関西国際空港に到着、東條さんや
西さんの他、東條さんの健康管理でお付き合い頂いたJ F 3 M T M
柴田先生、前日ドイツから到着されたD K 9 Q Z 佳英子さん達の出
迎えを受け、リムジンで上本町へ直行、出迎えた日本人参加者
と昼食を共にしながらアイボールQ S O の後、午後は難波界隈を
散策されました。今回のドイツからの一行は壱岐さんとエリカさん
の他、D L 6 F C ,  F r i t z さんとD L 8 Z B E ,  E v a さんご夫妻、D H 2 P C ,  U
w e さんとS W L ,  R e n a t e さんご夫妻、D G 0 J T ,  P e t e r さんとD E 1 J T H ,  
H e i k e さんご夫妻、それにD L 5 O B K ,  G e r d a さん、S W L ,  G e r t i さ
ん、D J 0 M C L ,  O l g a さん、D G 7 Y E O ,  E l m a r さん、D H 7 T S ,  T h o m a s
さんの1 3 名でした。
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翌2 6 日は京都へバスツアーに出かけ、J A 3 A R T 海老原さん達が
案内に加わって下さり、2 7 日は大阪城を見学してビジネスセン
ターでの昼食後、大阪国際交流センターに戻って表千家茶道
教授のJ E 3 N Z A 橘宗雅先生一門のお手前でおいしいお菓子と
お茶を一服頂きました。これには三好さんや杉山さんがアテンド
し、岐阜から来られたJ N 2 W H R 小川さんも参加されました。そし
て、山本さんが管理するラジオクラブのJ I 3 Z A G 局から、ドイツと
交信しようとJ H 3 A A Z 島さん達が試みてくれましたが、残念ながら
W P X コンテストの最中でバンドが込み合っていて不成功に終わ
りました。でも、U w e さんやG e r d a さんが広島との交信を楽しんで
いる間に、D F 2 M C ,  H a n s さんとD N 2 M C 美津子さんご夫妻にご
子息のS W L ,  M a x 君、それにD J 9 W H ,  B e r t i n さんとD J 7 K J 美恵子
さんご夫妻達ドイツからの参加者も加わって会場が賑やかに
なってきました。午後5 時半の大会開始時刻までにはJ A I G ネット
のコントローラーJ A 1 D K N 五十嵐さんの他、大阪での年次大会の
後、東京でお世話をされる常連のJ A 1 F Y 野田さん、J G 1 G W L 杉
本さん、J A 3 P E 大西さん、それにJ R 0 D L U ,  J I 0 S B R 大堀ご夫妻達
も遠方から駆けつけ、また、ドイツからのD O 3 L K P ,  K l a u s  P e t e r さ
んと佳英子さんも到着( 佳英子さんは同窓会と重なり挨拶だけで
帰られましたが) 、D J 0 O Q 鶴見さんもご両親（お父さんはJ E 2 E U
D ）と共に元気な姿を見せ、J A I G ゆかりのメンバーJ A 2 D S F ,  J G 2
U R X 大木さんご夫妻、J H 5 N U W 長谷さんご夫妻、J O 3 B P V 廣田
さん、J A 3 L I L ,  J G 3 T F N 中野さんご夫妻、J A 3 R T U 大城さん、J H 6
N H E ,  J N 6 G P G 吉積さんご夫妻、J A 6 F W J 柴田さん、J S 3 C E Q 吉
田さん、J H 3 S Q M ,  J H 3 S Q N 郷原さんご夫妻達が遠方から参加し
て下さって、総勢6 0 名を越える賑やかな年次大会になりました。
会場受付ではJ A 4 H C K 馬場さん( 日本アマチュア無線郵趣同好
会の主宰者) の協力を得て作った、記念のフレーム切手を貼っ
て大阪中央郵便局の風景印を押印した記念のカバーと、壱岐さ
んや大堀さん達の協力を得て作成した、過去のJ A I G ミーティン
グの記録C D - R を参加者に贈呈し喜ばれました。

年次大会は、西間さんの司会のもと、ラジオクラブを代表してJ A 3
A A 島さんが歓迎の挨拶を、来賓として大阪国際交流センターの
小橋京子専務理事の歓迎挨拶の後、主宰者・壱岐さんの開会
挨拶と西さんの乾杯の音頭で大会は和やかにスタートしました。

恒例の「日独友好賞」は壱岐さんから発表があり、今年はJ A 3 A A
島さんに授与されました。島さんは大阪国際交流センターラジオ
クラブの会長として、また関西を代表するアマチュア無線家とし
てJ A I G をサポートしてきたお一人です。

余興は杉山さんと三好さんがリードするジャンケンゲームの後、
宮本さんの指揮で「早春賦」、大堀ご夫妻の先導で「野ばら」、廣
田さんによる「リリー・マルレーン」と合唱が続き、長谷さんや大城
さんの歌唱力に圧倒されました。

最後に壱岐さんから参加者への感謝の言葉と共に、来年ドイツ
のV i e n e u b u r g で開催予定の第2 7 回J A I G ミーティングへのお誘い
があり、西間さんの閉会挨拶で年次大会を締めくくり、合同写真
を撮影して散会しました。

翌2 8 日は高野山へは山本さんの奥さんも加わり総勢3 0 名を越え
ての大型バスツアーとなり、2 9 日は広島のJ A 4 D P L 吉房さん、J J 4
F A J 丸本さん、J N 4 T M X 濱川さんの案内で宮島観光、3 0 日は奈
良へのバスツアーと関西でのタフな日程を元気に消化されまし
た。壱岐さん達一行は、大阪国際交流センターに尋ねてこられ
たJ I 3 R G E 大西さん、J F 3 O W X 大江さん、事務室の木下さん、偶
然ロビー会ったドイツ留学で一時帰国中の大渕さん、その他旅
行の途中で声をかけられた多くの人達との草の根での国際交流
を果たされ、予定通り3 1 日に新幹線で次の目的地である東京へ
向かわれました。
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以上は取り急ぎの速報ですが、宮本さんと西間さんには、ドイツ
の壱岐さんとの調整を含め、ホテルの手配からバスツアーの手
配、年次大会パンフレットや名札の制作、観光案内パンフレット
の制作等の事前準備はもとより、大会期間中も最初から最後ま
で一行のアテンドをして頂きました。どうも有難うございました。お
疲れ様でした。

来月号には宮本さんや西間さん達が、詳しいレポートをして下さ
ると思いますので、楽しみにしていて下さい。また、壱岐さんのお
話では、「J A I G  N e w s  （J A I G の会報）」の次号が1 0 0 号になるの
で、今回の年次大会の特集号にしたいとの事です。今回参加さ
れた皆さんは、簡単な感想文でも結構ですから、ご自分で撮影
された写真などをつけて是非投稿して下さい。ドイツ語には壱岐
さんが翻訳してくれますので日本語だけでO K です。
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